
CHRIPととととJ-CHECKのののの
化学物質管理化学物質管理化学物質管理化学物質管理へのへのへのへの活用活用活用活用

ＮＩＴＥＮＩＴＥＮＩＴＥＮＩＴＥ化学物質管理化学物質管理化学物質管理化学物質管理センターセンターセンターセンター成果発表会成果発表会成果発表会成果発表会２０１０２０１０２０１０２０１０

化学物質管理化学物質管理化学物質管理化学物質管理センターセンターセンターセンター
情報業務課情報業務課情報業務課情報業務課 竹田竹田竹田竹田 宜人宜人宜人宜人

1



1. CHRIPとJ-CHECKの概要

発表内容

1. CHRIPとJ-CHECKの概要

2. リスク評価と収載情報

3. 法規制等情報の整備

4. 国際動向への対応

5. まとめ5. まとめ

2



化学物質管理データベースの課題

☆ 化学物質の安全に対する関心の高まり
☆ 法令遵守に基づく化学物質の利用には情報の収集、発信が不可欠

→ リスク評価に基づく化学物質管理への対応、自主管理への活用
☆ 情報利用者の拡大

→ サプライチェーンの上流から下流まで。物流や販売など周辺業種へ→ サプライチェーンの上流から下流まで。物流や販売など周辺業種へ
情報ニーズの拡大（専門家から実務者まで）

収集する情報量の増大、高度化する情報の専門性
→ 人材、システムへのコストが増加

産業利用を目的とした信頼性の高いサービス

化学物質管理総合データベースへのニーズと期待
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１．CHRIPとJ-CHECKの概要

�化学物質総合情報提供システム（CHRIP）の特徴

� 国内外の信頼のおける情報ソースへのリンクと検索

→ 化学物質総合管理のためのポータルサイト

� 化学物質の番号や名称等から、暴露や有害性情報、法規制情報や国際
機関によるリスク評価情報等を検索。

� 国内で多く使用されている化学物質（約5800）について優先的に整
備。 それ以外にCAS番号ベースで約17万物質の情報を収載。

� 情報の精度の維持と迅速なデータの更新。

CHRIP： CHemical Risk Information Platform 

日本語版: http//www.safe.nite.go.jp/japan/db.html

英語版: http//www.safe.nite.go.jp/english/db.html
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１．CHRIPとJ-CHECKの概要

最終検索結果画面

検索検索検索検索したしたしたした化学物質化学物質化学物質化学物質にににに関関関関するするするする
有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報、、、、法規制情報及法規制情報及法規制情報及法規制情報及
びびびび国際機関国際機関国際機関国際機関によるリスクによるリスクによるリスクによるリスク評評評評
価情報等価情報等価情報等価情報等をををを表示表示表示表示

�キーワード検索（名称、番号）
�構造式検索
�物理化学性状による検索
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提供情報 詳細項目

１．CHRIPとJ-CHECKの概要

★CHRIPが提供している情報

一般情報 CAS番号、名称、分子式、構造式など

暴露情報 製造・輸入量、PRTR排出量、用途など

国内法規制情報 化審法、化管法、安衛法など

各国インベントリ 国連分類、EINECS、TSCAなど

海外PRTR情報 アメリカ、EUなどのPRTR情報

各国有害性評価情報 GHS、国内リスク評価書、BUA、EUのリスク
評価書など評価書など

物理化学性状 融点、沸点、水溶解度、蒸気圧など

環境毒性 環境省生態毒性試験結果
（J-CHECKへリンク）

健康毒性 作業環境許容濃度、発がん性評価結果など
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１．CHRIPとJ-CHECKの概要

★CHRIPの全面改修（2009/10）と機能強化

◎ 法制度対応の強化

� 新旧化管法の対象物質リストの表示。

� MSDS関係法規における化学物質名称の整合。

� ＭＩＴＩ番号とＣＡＳ番号の整合の推進。

◎ 使いやすさの向上

� ハードウェア、ソフトウェアの更新による検索速度の向上。

� 法制度対象物質個別リストのダウンロード機能の追加。

� 個別物質の最終検索結果における項目ごとのタブ切り替え機能

の追加。

� 個別リストおよび、個別物質の最終検索結果における日本語版・

英語版の切り替え機能の追加。
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� J-CHECKの目的

厚生労働省、経済産業省、環境

◆J-CHECK（Japan CHEmicals Collaborative Knowledge database）の特徴

１．CHRIPとJ-CHECKの概要

省が、化審法(化学物質の審査及び
製造等の規制に関する法律)に係る
化学物質の安全性情報を国民に広
く発信すること。

� NITEの役割
NITEでは、厚生労働省、経済産業
省、環境省からの委託を受け、化審

法に係る化学物質の安全性情報法に係る化学物質の安全性情報
(Japanチャレンジプログラム、国
の既存化学物質点検等)を整備、
公開している。 URL:http//www.safe.nite.go.jp/jcheck/
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★ J-CHECKで提供している情報
国が管理、取得した化学物質の安全性情報等を広く国民に発信。

提供情報種類 提供情報 提供情報概要

１．CHRIPとJ-CHECKの概要

提供情報種類 提供情報 提供情報概要

化学物質リスト等 政令指定製品一覧 第１種特定化学物質が使用されていて
輸入が規制されている製品に関する情
報等

第１種特定化学物質 １０物質 他

化審法に係る公示物質のリスト 第一種特定化学物質、第二種特定化
学物質、第一種監視化学物質、第二種
監視化学物質、第三種監視化学物質、
既存化学物質、非規制対象物質

化学物質安全性データ Ｊａｐａｎチャレンジプログラム 国内年間製造・輸入量が１０００㌧以上
である物質のデータ（化学物質の物理
化学性状、安全性情報（SIDS、RSS形化学性状、安全性情報（SIDS、RSS形
式））

既存点検プログラム 既存化学物質について国が実施した安
全性点検におけるデータ及び報告書

統計等 化審法の施行状況（平成１９年度）
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★ CHRIPとJ-CHECKの比較

CHRIP J-CHECK

特徴 �国内外のデータベース等から法規 �国が収集した化審法に関する有害

１．CHRIPとJ-CHECKの概要

�国内外のデータベース等から法規
制、暴露、有害性、リスク評価結果
などの情報等を総合的に検索できる
ポータルサイト。

�国が収集した化審法に関する有害
性情報等を公開するファクトデータ
ベース。

�CHRIPのインデックスの１つとして
機能。

利用例 �化学物質の法制度における規定
状況の確認。

�化学物質のリスク評価に使用する
データの調査。

�国が実施した毒性試験の報告書の
調査。

�国で収集している分解性、蓄積性、
有害性（人健康、生態）データの調査。

�MSDSのGHS分類結果の確認。

�国内外のリスク評価の状況とその
結果の調査。

有害性（人健康、生態）データの調査。

英語版 有 現在作成中
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（参考）CHRIPからJ-CHECKへのリンク

１．CHRIPとJ-CHECKの概要

J-CHECK既存点検データ画面

CHRIP総合情報表示画面
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◆ CHRIPの利用状況

１．CHRIPとJ-CHECKの概要
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国内での法令などの規制対象であるかどうかの確認

化審法の既存化学物質であるかどうかの確認

GHS対応ラベルやMSDS作成の元データ

１．CHRIPとJ-CHECKの概要

◆ CHRIPの利用状況

GHS対応ラベルやMSDS作成の元データ

工場内での労働安全衛生面での化学物質の管理や安全性の確認

上記以外の海外での法令などの規制対象であるかどうかの確認

上記以外の出荷製品に対する化学物質の管理や安全性の確認

REACH対応

工場周辺への環境影響評価やリスク評価のための基礎データ収集

社内での勉強会や研修

法制度への対応

リスク評価に対する
利用はまだ少ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

リスクコミュニケーションのための基礎データ収集

その他

利用はまだ少ない

平成19年度アウトカム調査

PRTR対象事業所（2478）
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２．リスク評価と収載情報

� そこで→CHRIPを事業者の自主的なリスク評価に活用する。

①①①① 物理物理物理物理化学性状化学性状化学性状化学性状

暴露評価暴露評価暴露評価暴露評価
環境中運命環境中運命環境中運命環境中運命、、、、環境中環境中環境中環境中濃濃濃濃
度推定度推定度推定度推定のののの際際際際ののののパラメータパラメータパラメータパラメータ

�水溶解度、蒸気
圧、
ヘンリー定数など

※今後、土壌吸着定数、解
離定数の情報を追加予定

度推定度推定度推定度推定のののの際際際際ののののパラメータパラメータパラメータパラメータ
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２．リスク評価と収載情報

②②②②製造輸入量製造輸入量製造輸入量製造輸入量、、、、排出量排出量排出量排出量、、、、用途用途用途用途

�経済産業省製造輸入量実態調査
�化審法監視化学物質届出結果

暴露評価暴露評価暴露評価暴露評価
暴露暴露暴露暴露経路経路経路経路、、、、暴露暴露暴露暴露シナリオのシナリオのシナリオのシナリオの推定推定推定推定、、、、

�化審法監視化学物質届出結果
�PRTR排出・移動量
�文献等から調査した用途一覧

暴露暴露暴露暴露経路経路経路経路、、、、暴露暴露暴露暴露シナリオのシナリオのシナリオのシナリオの推定推定推定推定、、、、
環境中濃度環境中濃度環境中濃度環境中濃度のののの推定推定推定推定にににに活用活用活用活用
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２．リスク評価と収載情報

③③③③環境環境環境環境モニタリングデータモニタリングデータモニタリングデータモニタリングデータ

�環境省環境調査結果（黒本）

暴露評価暴露評価暴露評価暴露評価
環境中環境中環境中環境中濃度濃度濃度濃度のののの代表値代表値代表値代表値

④④④④排出量排出量排出量排出量、、、、大気濃度大気濃度大気濃度大気濃度マップマップマップマップ
へのリンクへのリンクへのリンクへのリンク

�PRTRマップ

暴露評価暴露評価暴露評価暴露評価
地域地域地域地域のののの大気大気大気大気濃度濃度濃度濃度をををを推定推定推定推定

�PRTRマップ

クリックすると
PRTRマップを表示
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２．リスク評価と収載情報

（（（（参考参考参考参考）））） PRTRマップマップマップマップ
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２．リスク評価と収載情報

�化学物質安全性（ハザード）評価シート

�化学物質有害性評価書/初期リスク評価書

⑤⑤⑤⑤有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報、、、、リスクリスクリスクリスク評価情報評価情報評価情報評価情報

�化学物質有害性評価書/初期リスク評価書

�環境省化学物質の環境リスク評価

�BUA、EUなどのリスク評価書

�ICSC（国際化学物質安全性カード）などの有害性
データ

有害性評価有害性評価有害性評価有害性評価、、、、リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価にににに活用活用活用活用
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２．リスク評価と収載情報

�J-CHECKをリスク評価に活用する

�既存点検対象物質につい
て、国で試験を実施した分解・て、国で試験を実施した分解・
蓄積性、人健康影響、生態影
響についてデータや報告書を
公開している。

�Japanチャレンジプログラム
において収集した、国内年間
製造・輸入量が１０００㌧以上
である物質 の安全性情報につ
いて公開している。いて公開している。

有害性評価有害性評価有害性評価有害性評価、、、、リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価にににに活用活用活用活用
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３．法規制等情報の整備

データベースにおける法規制情報の表示の課題と対応

� 法令によって対象物質の名称や範囲が異なる。
� 法令名称と一般的に使用されている名称が必ずしも一致していない。� 法令名称と一般的に使用されている名称が必ずしも一致していない。
� 法令ごとに番号を付与しており、共通の番号と関連づけられていない。

事業者が使用している化学物質の法制度における指定状況の確認が困難

世世世世のののの中中中中にににに広広広広くくくく使使使使われているわれているわれているわれている番号番号番号番号（（（（CAS番号番号番号番号などなどなどなど））））をキーとしてをキーとしてをキーとしてをキーとして一元的一元的一元的一元的
にににに確認確認確認確認できるできるできるできる仕組仕組仕組仕組みみみみ（（（（データベースデータベースデータベースデータベース））））がががが必要必要必要必要。。。。
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３．法規制等情報の整備

�化審法化審法化審法化審法にににに基基基基づくづくづくづく官報公示整理番号官報公示整理番号官報公示整理番号官報公示整理番号（（（（MITIMITIMITIMITI番号番号番号番号））））ととととCASCASCASCAS番号番号番号番号をををを関連関連関連関連づけしたづけしたづけしたづけした結果結果結果結果をををを

① 化学物質の法規制対象に関する検索精度の向上

�化審法化審法化審法化審法にににに基基基基づくづくづくづく官報公示整理番号官報公示整理番号官報公示整理番号官報公示整理番号（（（（MITIMITIMITIMITI番号番号番号番号））））ととととCASCASCASCAS番号番号番号番号をををを関連関連関連関連づけしたづけしたづけしたづけした結果結果結果結果をををを
順次順次順次順次CHRIPCHRIPCHRIPCHRIPにににに反映反映反映反映

MITI番号 3-3

キシレン

CAS番号 95-47-6

ｏ－キシレン

CAS番号 106-42-3

ｐ－キシレン

CAS番号 108-38-3

ｍ－キシレンMITI番号とCAS番号
を関連づけ

�包括名称包括名称包括名称包括名称でででで指定指定指定指定されているされているされているされている場合場合場合場合のののの個別物質個別物質個別物質個別物質とのとのとのとの関連関連関連関連づけづけづけづけ

を関連づけ

現在CAS番号ベースで約44000件公表、今後も適宜対応

CAS番号 1330-20-7

キシレン
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３．法規制等情報の整備

法令ごとに対象物質の名称が異なるため、CAS番号や一般的な名称で

�MSDSMSDSMSDSMSDSのののの作成作成作成作成をををを義務及義務及義務及義務及びびびび推奨推奨推奨推奨しているしているしているしている法律法律法律法律（（（（化管法化管法化管法化管法、、、、安衛法安衛法安衛法安衛法、、、、毒劇毒劇毒劇毒劇
法法法法））））のののの対象物質対象物質対象物質対象物質のののの関連関連関連関連づけづけづけづけ

CAS番号番号番号番号 化管法名称 安衛法名称 毒劇法名称

91-94-1 ３，３’－ジクロ
ロベンジジン

ジクロルベンジジ
ン及びその塩

－

法令ごとに対象物質の名称が異なるため、CAS番号や一般的な名称で
検索を行ったときに、該当する法令が分かるように関連づけを実施。

法令で定められた
名称がどのCAS番号と
対応しているか精査

ロベンジジン ン及びその塩

7440-38-2 砒素及びその
無機化合物

砒素及びその化
合物（アルシン及
び砒化ガリウム
を除く。）

砒素
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３．法規制等情報の整備

�政府政府政府政府がががが実施実施実施実施したしたしたしたGHSGHSGHSGHS分類結果分類結果分類結果分類結果へのリンクをへのリンクをへのリンクをへのリンクを作成作成作成作成

GHS分類結果
へリンク

② 法制度遵守に関連した情報へのリンク

へリンク
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３．法規制等情報の整備

�ＣＣＣＣHRIPHRIPHRIPHRIPにおけるにおけるにおけるにおける新旧化管法対象物質新旧化管法対象物質新旧化管法対象物質新旧化管法対象物質リストのリストのリストのリストの掲載掲載掲載掲載

化管法の改正による対象物質の変更に伴い、CHRIPで改正前と改正後の
対象物質リストをそれぞれ表示。

旧化管法対象物質リスト 新化管法対象物質リスト

24

新旧対象物質の表示切り
替えが可能



４．国際動向への対応

データベースの国際対応の必要性

�事業者の海外の化学物質管理制度への対応

海外法規制情報等へのニーズ海外法規制情報等へのニーズ

�「化学物質管理SAICM（国際的な化学物質管理のための
戦略的アプローチ）」への貢献

既存化学物質の安全性情報の発信

①①①① CHRIPCHRIPCHRIPCHRIPにににに海外海外海外海外のののの法制度情報法制度情報法制度情報法制度情報のののの追加追加追加追加

②②②② 国際的国際的国際的国際的なデータベースへのなデータベースへのなデータベースへのなデータベースへの参加参加参加参加
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４．国際動向への対応

国連勧告（2009年版）の危険物リストに記載された危険物の品名、国連番号、
国連分類に関する情報をCHRIPに掲載

①①①① CHRIPCHRIPCHRIPCHRIPにににに海外海外海外海外のののの法制度情報法制度情報法制度情報法制度情報のののの追加追加追加追加
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４．国際動向への対応

2008年にREACHのSVHC候補リストが欧州で公表されたのに伴い、
2009年10月にCHRIPに情報を追加。

①①①① CHRIPCHRIPCHRIPCHRIPにににに海外海外海外海外のののの法制度情報法制度情報法制度情報法制度情報のののの追加追加追加追加

現在公開されている
３５件（CAS番号ベース）を掲載。
今後も順次対応します。
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４．国際動向への対応

OECDが開発した化学物質データベース「eChemPortal」に、CHRIPの
「既存化学物質安全性点検データ」が参加。
eChemPortal：a Global Portal to Information on Chemical Substances

②②②② 国際的国際的国際的国際的なデータベースへのなデータベースへのなデータベースへのなデータベースへの参加参加参加参加

eChemPortal：a Global Portal to Information on Chemical Substances
～既存化学物質のハザードデータ情報を提供するグローバルなポータルサイト～

URL:http://webnet3.oecd.org/echemportal/

�OECD加盟国や国際機関が公表してい
る既存化学物質ハザード情報などに関す
るデータベースを一括して検索できる
ポータルサイト。

�ESIS、 CESAR、HSDB、INCHEM、�ESIS CESAR HSDB INCHEM

OECD HPV database、IRISなど
計16のデータベースが参加。
昨年度より、「日本のGHS分類結果
（英語版）」も参加している。

�化学物質の名称による検索は、日本語で
もOK
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４．国際動向への対応

（参考）eChemPortalでの検索例 既存化学物質安全性点検データ

OECD eChemPortalのサイト

検索

29



５．まとめ

� CHRIP及びJ-CHECKで、適切なリスク評価
に利用可能なデータの提供。

→ 暴露情報、有害性情報→ 暴露情報、有害性情報

� CHRIPにおいて、化学物質に関連する法令
について、一元的な管理が可能な情報の提供。

→ 化審法、化管法ほか関連法規

� 国際的なデータベースへ参加し、国際協調� 国際的なデータベースへ参加し、国際協調
と化学物質の安全性情報の共有に貢献

→ OECD eChemPortal
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化学物質管理総合データベースの将来は？

� 化学物質管理に係る幅広い事業者のニーズに応える情報提供

� わが国の代表として、オンリーワン・ナンバーワンのポータルサイト

� 信頼性と迅速性を確保したサービスの提供

� 国のリスク評価とそのエビデンスの公開 ・・・ わが国の化学物質管理の
のインベントリ
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ごごごご清聴清聴清聴清聴ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。
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